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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

支
部
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

支
部
活
動
を
進
め
て
行
く
に
あ
た
り
、
支
部
役
員
、

支
部
会
員
の
皆
様
に

は
日
頃
よ
り
ご
協
力

を
頂
て
い
る
こ
と
に

改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

ま
た
、
足
立
区
役
所

を
は
じ
め
と
す
る
区

内
関
係
諸
機
関
の
皆

様
、
国
会
議
員
、
都

議
会
議
員
、
区
議
会

議
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
行
政

書
士
に
多
大
な
る
ご

理
解
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
支
部
活
動
を

振
り
返
り
ま
す
と
、

外
国
人
の
た
め
の
無

料
専
門
家
相
談
会
へ

の
参
加
（
六
月
）
、

多
文
化
共
生
推
進
会
議
へ
の
参
加
（
七
月
、
九
月
）
、

行
政
書
士
に
よ
る
外
国
人
の
た
め
の
夜
間
相
談
会
の

開
催
（
九
月
）
、
あ
だ
ち
国
際
ま
つ
り
へ
の
参
加

（
一
一
月
）
と
、
足
立
区
役
所
区
民
部
区
民
課
多
文

化
共
生
係
の
皆
様
に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
国
際
分

野
に
お
い
て
大
き
く
前
進
を
し
た
一
年
で
し
た
。

　

ま
た
、
足
立
区
と
の
共
催
に
よ
る
研
修
会
の
開
催

（
三
月
）
と
、
新
し
い
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

勿
論
、
こ
う
し
た
活
動
推
進
の
陰
に
は
、
渉
外
部

や
他
の
支
部
役
員
、
支
部
会
員
の
皆
様
の
ご
努
力
が

あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
の
ぎ
ょ
う
せ
い
足
立
第
三
二
号
（
新
年
号
）

に
お
け
る
挨
拶
文
の
中
で
私
は
「
草
の
根
的
な
日
々

の
地
道
な
積
み
重
ね
が
、
結
果
的
に
行
政
書
士
の
知

名
度
、
認
知
度
の
向
上
に
繋
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
」
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

平
成
二
二
年
も
こ
の
言
葉
を
踏
ま
え
て
、
支
部
活

動
に
邁
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
引
き
続
き
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
支
部
会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
多
幸
と

ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

1

　発行人　足立支部長　清水　良満

　発行所　東京都行政書士会足立支部

　　　　　東京都足立区関原3-7-14

　　　　　tel/fax　０３－３８４０－０７００

　編集人　諏訪　智     

ぎょうせい足立
第34号

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年 1月 1日　発行

　

ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
行
政
書
士
会
足
立
支
部　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長　

清
水　

良
満

街頭無料相談会 (関連記事５ページ）  



東京都行政書士会足立支部会報　第 34号

 　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
足
立
支
部
の
皆
様

に
は
、
会
運
営
に
当
た
り
、

旧
倍
の
ご
協
力
を
頂
け
る
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
が
東
京
都
行
政
書
士
会
の
会
長
に
就
任

さ
せ
て
頂
き
七
ヶ
月
余
り
が
経
ち
ま
し
た
。
あ
っ
と

い
う
間
と
い
う
の
が
正
直
な
感
想
で
す
。
前
執
行
部

の
事
業
計
画
を
引
継
ぎ
、
慣
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、

順
風
満
帆
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
何
と
か
無
事
に
新

年
を
迎
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。現

在
、
平
成
二
二
年
度
を
睨
み
、
各
部
各
委
員
会

に
事
業
計
画
案
及
び
事
業
予
算
見
積
り
案
の
策
定
を

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
従
来
か
ら
行
っ

て
い
る
業
務
だ
け
で
は
な
く
、
新
規
業
務
開
拓
に
も

力
を
入
れ
た
く
、
ま
た
、
手
狭
に
な
っ
た
行
政
書
士

会
館
の
今
後
に
つ
い
て
、
利
便
性
も
考
え
て
新
規
会

館
取
得
も
視
野
に
入
れ
た
中
長
期
的
な
展
望
も
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

行
政
書
士
の
職
業
倫
理
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に

つ
き
ま
し
て
も
、
昨
年
の
読
売
新
聞
の
報
道
に
も
あ

り
ま
し
た
よ
う
に
、
我
々
行
政
書
士
が
多
方
面
で
活

躍
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
行
政
書
士
の
言
動
に
対
す
る

世
間
の
目
も
厳
し
く
な
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
新
年
度
に
お

い
て
は
、
行
政
書
士
の
モ
ラ
ル
向
上
に
向
け
て
倫
理

研
修
を
実
施
し
て
行
く
予
定
で
す
。
出
来
れ
ば
、
社

会
保
険
労
務
士
会
の
よ
う
に
全
会
員
に
義
務
づ
け
る

よ
う
な
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
、
総
務
部
の
方
で
現

在
検
討
中
で
す
。

色
々
と
難
航
し
て
お
り
ま
し
た
入
管
業
務
に
お
け

る
申
請
取
次
管
理
委
員
会
も
「
申
請
取
次
業
務
適
正

化
委
員
会
」
と
し
て
設
置
出
来
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
会
員
に
対
し
て
入
管
業
務
に
お

け
る
適
正
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
不
正
行
為
の

防
止
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
年
度
に
な
り
ま
す
が
、
成
年
後
見
に
つ
い
て
も
、

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
と
し
て
全
国
規
模
の
一
般

社
団
法
人
が
設
立
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
名
簿
登
載
に
つ
い
て
も
現
実

味
を
帯
び
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
お
り
、

東
京
会
と
し
て
も
、
こ
の
社
団
に
参
加
し
て
い
く
方

向
性
で
現
在
検
討
中
で
す
。

余
談
で
す
が
、
一
月
中
旬
か
ら
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
の

日
曜
日
二
一
時
か
ら
東
芝
日
曜
劇
場
で
、
カ
バ
チ
タ

レ
の
続
編
の
「
特
上
カ
バ
チ
」
が
放
送
さ
れ
る
予
定

で
す
。
平
成
二
二
年
も
、
行
政
書
士
は
何
か
と
話
題

に
な
り
そ
う
で
す
が
、
良
い
意
味
で
行
政
書
士
の
ア

ピ
ー
ル
に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
良
き
一

年
で
あ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
二
年
一
月
一
日

 
 

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

東
京
都
行
政
書
士
会
足

立
支
部
の
先
生
方
に
は
、

晴
れ
や
か
に
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中

は
「
暮
ら
し
と
事
業
の
手
続
き
相
談
」
を
は
じ
め
、

専
門
的
な
お
立
場
か
ら
、
区
民
の
安
心
な
毎
日
の
た

め
積
極
的
な
ご
協
力
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
年
々
相
談

件
数
も
増
加
し
、
ま
た
相
談
さ
れ
た
方
々
か
ら
も
、

感
謝
の
声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
政
権
交
代
の
年
と
な
り
、
私
ど
も
地
方
自

治
体
に
も
大
き
な
変
化
の
波
が
押
し
寄
せ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
医
療
制
度
や
社
会
保
障
制
度
の
大
改
革
や
、

公
共
事
業
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
既
定
路
線
と
さ
れ

て
は
い
る
も
の
の
、
財
源
を
含
め
て
詳
細
は
明
ら
か

に
な
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
「
変
化
」
を

選
択
し
た
国
民
の
意
思
を
十
分
に
踏
ま
え
、
適
切
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
四
年
四
月
に
は
東
京
電
機
大
学
の
足
立
区

へ
の
進
出
も
決
定
し
て
お
り
、
一
万
人
を
超
え
る
学

生
を
抱
え
る
学
園
都
市
と
し
て
の
新
し
い
顔
も
付
け

加
わ
り
ま
す
。
既
に
区
内
事
業
者
と
大
学
と
の
実
質

的
な
連
携
も
始
ま
っ
て
お
り
、
足
立
区
発
世
界
へ
と

発
信
で
き
る
新
技
術
や
、
新
製
品
に
対
す
る
期
待
も

膨
ら
み
ま
す
。

　

将
来
に
対
し
て
大
き
な
夢
の
広
が
る
足
立
区
で
は
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あ
り
ま
す
が
、
上
下
水
道
や
交
通
網
な
ど
の
都
市
イ

ン
フ
ラ
整
備
が
一
段
落
し
た
今
日
、
子
ど
も
施
策
・

長
寿
健
康
施
策
・
環
境
施
策
・
治
安
対
策
な
ど
を
通

じ
て
、
ソ
フ
ト
面
で
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
し
っ
か
り

整
え
る
こ
と
で
、
区
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
高
め
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
先
生
方
に
は
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

平
成
二
一
年
一
二
月
一
日
、
足
立
区
役
所
に
区
民

部
区
民
課
多
文
化
共
生
係
大
島
浩
司
係
長
を
お
訪
ね

し
て
、
足
立
区
が
目
指
す
多
文
化
共
生
社
会
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

基
本
理
念
は
「
ち
が
い
を
豊
か
さ
に
―
言
語

や
文
化
、
習
慣
の
異
な
る
人
々
が
協
働
で
築

く
『
多
文
化
共
生
都
市
あ
だ
ち
』
」

【
大
竹
な
か
子
足
立
支
部
渉
外
担
当
】
現
在
区
内
に

は
新
宿
区
、
江
戸
川
区
に
次
い
で
多
く
の
外
国
人
の

方
々
が
お
住
ま
い
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
な
状
況
で
し
ょ
う
か
。

【
大
島
浩
司
氏
（
以
下
敬
称
略
）
】
二
〇
〇
九
年
一

一
月
現
在
、
一
〇
〇
カ
国
以
上
の
国
々
か
ら
約
二
三

〇
〇
〇
人
の
外
国
籍
の
方
々
が
区
内
に
住
み
、
区
の

人
口
の
三
．
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
半

数
近
く
の
方
が
在
日
五
年
以
上
の
方
々
で
す
。
今
後
、

ア
ジ
ア
と
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ)

の
締
結
な

ど
で
確
実
に
増
え
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
大
竹
】
足
立
区
の
進
め
る
「
多
文
化
共
生
推
進
計

画
」
の
基
本
理
念
や
そ
の
目
指
す
も
の
、
教
育
支
援
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
、
就
労
支
援
な
ど
の
幅

広
い
施
策
に
つ
い
て
伺
え
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

【
大
島
】
二
〇
〇
六
年
に
総
務
省
か
ら
「
多
文
化
共

生
推
進
プ
ラ
ン
」
が
発
表
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

足
立
区
基
本
計
画
の
一
環
で
あ
る
「
足
立
区
多
文
化

共
生
推
進
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

区
民
課
多
文
化
共
生
係
は
い
わ
ば
そ
の
計
画
の
具
体

的
な
実
行
役
で
す
。
外
国
人
も
日
本
人
も
普
通
の
区

民
と
し
て
地
域
社
会
を
支
え
る
人
々
で
あ
り
、
言
語

や
文
化
、
習
慣
の
ち
が
い
を
乗
り
越
え
て
相
互
に
理

解
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
互
い
に
支
え
合
う
多
文

化
共
生
社
会
を
目
指
し
て
お
り
、
生
活
情
報
の
多
言

語
化
や
日
本
語
教
室
の
充
実
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
、
子
育
て
・
教
育
支
援
、
創
業
・
開
業

支
援
や
区
内
事
業
者
と
の
交
流
と
い
っ
た
就
労
支
援

な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
施
策
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

【
大
竹
】
今
年
は
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
一
二
年
ま

で
の
計
画
の
中
間
年
で
、
見
直
し
年
に
あ
た
り
ま
す

が
、
今
ど
の
段
階
で
ど
こ
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

【
大
島
】
六
月
に
区
内
外
国
人
及
び
日
本
人
そ
れ
ぞ

れ
二
〇
〇
〇
人
を
対
象
に
行
っ
た
多
文
化
共
生
実
態

調
査
に
基
づ
い
て
計
画
を
見
直
し
、
来
年
二
月
に
は

改
訂
後
の
計
画
が
策
定
予
定
で
す
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
生
活
す
る
上
で
最
も
困
っ
て
い

る
こ
と
」
は
「
こ
と
ば
」
の
問
題
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
後
は
生
活
情
報
や
行
政

情
報
の
多
言
語
化
を
進
め
る
一
方
で
、
区
内
に
一
八

カ
所
あ
る
、
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
教
室
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
し
て
、
区
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
町
会
・
自
治
会
、

企
業
、
大
学
等
が
と
も
に
連
携
し
、
主
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
に
重
点
を
置
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

協
働
の
基
本
は
や
は
り
相
談
業
務
。
通
訳

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
、
行
政
書
士
の
協
力
で
、
専

門
性
の
高
い
支
援
が
実
現

【
大
竹
】
今
年
度
、
行
政
書
士
は
「
外
国
人
の
た
め

の
無
料
専
門
家
相
談
会
」
「
外
国
人
の
た
め
の
無
料

行
政
書
士
夜
間
相
談
会
」
「
足
立
区
多
文
化
共
生
推

進
会
議
」
「
あ
だ
ち
国
際
ま
つ
り
／
外
国
人
の
た
め

の
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
、
い
く
つ
か
の
施
策
に
微

力
な
が
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
協
働

の
内
容
・
方
法
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
り

ま
す
で
し
ょ
う
か
。

【
大
島
】
協
働
の
基
本
は
や
は
り
相
談
業
務
で
す
。

相
談
者
は
生
活
す
る
上
で
多
く
の
場
合
、
言
語
や
制

度
に
関
し
て
何
ら
か
の
困
難
を
抱
え
て
い
ま
す
。
相

談
会
の
意
義
は
相
談
者
が
問
題
解
決
の
糸
口
を
見
つ

け
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
行
け
る
よ
う
に
支
援
す
る
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
今
年
六
月
に
開
催
し
た
、

「
外
国
人
の
た
め
の
無
料
専
門
家
相
談
会
」
の
よ
う

に
、
そ
の
場
で
他
の
専
門
家
に
引
き
継
げ
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
が
理
想
で
す
。

　

区
の
役
割
は
、
相
談
者
、
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

専
門
家
の
間
に
入
っ
て
相
談
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
コ
ー

3

 

新
春
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

『
多
文
化
共
生
社
会
を
目
指
し
て
』

　
　
　
　
　
　

大
島
浩
司
氏
に
き
く

　
　
　
　
　
　

渉
外
部　

大
竹　

な
か
子
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デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ
と
で
す
が
、
我
々
の
課
題
は
相

談
会
の
環
境
づ
く
り
に
あ
り
、
広
報
、
マ
ッ
チ
ン
グ
、

通
訳
・
専
門
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
人
員
配

置
、
保
育
の
整
備
な
ど
に
多
く
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

【
大
竹
】
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
行
政
書
士
に
期
待
す

る
こ
と
、
望
む
こ
と
を
率
直
に
お
伺
い
で
き
れ
ば
幸

い
で
す
。

【
大
島
】
協
働
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
行
政
書
士
会
足
立
支
部
と
太
い
パ
イ
プ
を
つ
く

り
な
が
ら
相
談
業
務
を
中
心
に
様
々
な
事
業
で
協
力

し
「
多
文
化
共
生
社
会
」
を
築
い
て
い
く
よ
う
努
力

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
大
竹
】
本
日
は
貴
重
な
お
時
間
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

渉
外
部
創
立
三
年
目
の
活
動
は
、
六
月
の
足
立
区

役
所
等
関
係
諸
機
関
へ
の
訪
問
を
は
じ
め
と
し
て
、

七
月
の
区
長
訪
問
及
び
定
期
意
見
交
換
会
と
続
き
、

さ
ら
に
今
年
度
か
ら
一
〇
月
の
「
Ａ
‐
フ
ェ
ス
タ
２

０
０
９
」
に
お
け
る
「
街
頭
無
料
相
談
会
」
に
関
す

る
業
務
も
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
念
願
の
「
足
立
区
多
文
化
共

生
推
進
会
議
」
へ
の
参
加
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
足
立
支
部
の
相
談
関
連
の
事
業
は
、
①
足
立

区
役
所
に
お
け
る
毎
月
第
四
火
曜
日
の
「
暮
ら
し
と

事
業
の
手
続
き
相
談
」
、
②
毎
年
一
〇
月
の
「
Ａ
‐

フ
ェ
ス
タ
」
に
お
け
る
「
街
頭
無
料
相
談
会
」
、
③

六
月
の
「
外
国
人
の
た
め
の
無
料
専
門
家
相
談
会
」
、

④
「
外
国
人
の
た
め
の
無
料
行
政
書
士
夜
間
相
談

会
」
、
⑤
「
あ
だ
ち
国
際
ま
つ
り
外
国
人
の
た
め
の

相
談
コ
ー
ナ
ー
」
の
五
個
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
「
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
あ
だ
ち
」
主
催

の
「
成
年
後
見
人
連
絡
会
」
に
も
常
時
二
名
が
参
加

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
渉
外
部
の
活
動
に
ご
理

解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

一
一
月
三
日
文
化
の
日
、
梅
島
の
ベ
ル
モ
ン
ト
公

園
に
て
「
あ
だ
ち
国
際
ま
つ
り
２
０
０
９
」
が
開
催

さ
れ
、
延
べ
一
万
人
以
上
の
区
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
足
立
区
区
民
課
多
文
化
共
生
係
の
職
員
の

方
々
や
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
さ
れ
、
好
天

の
下
、
緑
の
庭
園
の
一
角
に
設
け
ら
れ
た
「
世
界
の

ス
テ
ー
ジ
」
で
は
華
や
か
な
民
族
衣
装
に
身
を
包
ん

だ
各
国
の
出
場
者
の
歌
や
楽
器
演
奏
、
ダ
ン
ス
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
昼
前
に
は
近
藤
区
長
か
ら
ス

ピ
ー
チ
が
あ
り
、
そ
の
場
で
順
に
英
語
・
中
国
語
・

韓
国
語
に
訳
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
園
内
の
「
世
界

の
食
の
テ
ン
ト
」
で
は
イ
ン
ド
、
タ
イ
、
ド
イ
ツ
、

ト
ル
コ
な
ど
の
香
り
高
い
料
理
が
並
び
、
朝
か
ら
長

い
行
列
が
で
き
ま
し
た
。

　

行
政
書
士
の
「
在
留
資
格
等
に
つ
い
て
の
相
談
」

コ
ー
ナ
ー
は
、
姉
妹
都
市
ベ
ル
モ
ン
ト
の
陳
列
館
の

一
階
で
、
バ
ザ
ー
会
場
や
「
労
働
・
保
険
相
談
」
の

隣
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
初
め
て
の
参
加
と
あ
っ

て
相
談
者
は
二
名
の
み
で
し
た
。
し
か
し
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
手
に
と
る
方
や
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
表
示
を

ビ
デ
オ
に
撮
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
当
初
の
事
業

年
度
に
は
な
い
試
み
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
終
了
後

に
区
の
方
か
ら
「
来
年
度
も
ぜ
ひ
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
の
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
回
は
「
あ
だ
ち
広
報
」
へ
の
掲
載
や
チ
ラ
シ
の
配

付
な
ど
広
報
に
力
を
入
れ
て
、
区
内
外
国
人
の
方
々

の
一
助
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

九
月
一
七
日
、
梅
島
の
エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア
に
て
、

「
第
一
回
外
国
人
の
た
め
の
無
料
行
政
書
士
夜
間
相

談
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
足
立
区
区
民
課

多
文
化
共
生
係
の
新
規
事
業
で
、
勤
め
帰
り
の
外
国

人
の
方
々
を
対
象
に
夜
七
時
か
ら
九
時
ま
で
、
主
に

在
留
資
格
、
永
住
・
帰
化
等
の
相
談
窓
口
を
設
置
す

る
も
の
で
す
。
事
前
に
「
あ
だ
ち
広
報
」
へ
掲
載
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
方
も
出
る

状
況
で
、
相
談
員
二
名
で
あ
ら
か
じ
め
予
約
時
の
相

談
内
容
で
分
担
を
決
め
、
当
日
は
そ
の
分
担
に
沿
っ

て
各
相
談
者
に
ひ
と
り
三
〇
分
ず
つ
対
応
し
ま
し
た
。

ま
た
、
中
国
語
・
英
語
の
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が
待

機
し
て
く
だ
さ
り
、
希
望
者
に
は
保
育
サ
ー
ビ
ス
も

あ
り
ま
し
た
。

相
談
内
容
は
永
住
・
帰
化
に
関
す
る
も
の
が
七
割

以
上
を
占
め
、
区
内
外
国
人
の
在
日
年
数
の
長
期
化

と
定
着
化
を
実
感
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ど
の
相
談
も
三
〇
分
の
相
談
時
間
で
は
全
く
足
り
ず
、

相
談
票
も
九
時
に
全
部
終
了
し
た
後
に
ま
と
め
て
書

4

 

渉
外
部
か
ら
の
活
動
報
告

　
　
　
　
　
　

渉
外
部　

大
竹　

な
か
子

「
あ
だ
ち
国
際
ま
つ
り
２
０
０
９
」
で

外
国
人
の
た
め
の
無
料
相
談
を
行
い
ま

し
た

足
立
区
主
催
「
第
一
回
外
国
人
の
た
め

の
無
料
行
政
書
士
夜
間
相
談
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た 
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く
と
い
っ
た
状
況
で
し
た
。

　

今
回
足
立
区
の
新
規
事
業
に
こ
う
し
た
形
で
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。
今
後
も
研
鑽
を
積
み
、
こ
の
よ
う
な
機
会
に
貢

献
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
第
二
回
相

談
会
は
今
年
一
月
の
後
半
に
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　　　

一
〇
月
一
〇
日
と
一
一
日
の
二
日
間
、
荒
川
河
川

敷
に
て
あ
だ
ち
区
民
祭
り
（
Ａ
―
Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
）
が

開
催
さ
れ
、
足
立
支
部
も
同
二
日
間
、
無
料
街
頭
相

談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
数
日
前
に
は
台
風
十
八
号

が
上
陸
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
区
民
祭
り
の
開
催
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
秋
晴
れ
の
良
い
天
気

で
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

相
談
件
数
は
、
一
〇
日
、
一
一
日
が
そ
れ
ぞ
れ
二

一
件
、
計
四
二
件
と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
来
場
者

が
テ
ン
ト
の
ノ
ボ
リ
に
関
心
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
し
、
チ
ラ
シ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
各
日
一
五

〇
〇
組
用
意
し
ま
し
た
が
、
会
員
が
積
極
的
に
配
布

し
た
こ
と
も
あ
り
、
午
後
二
時
に
は
配
り
終
え
ま
し

た
。
前
日
に
新
聞
折
込
チ
ラ
シ
を
い
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
チ
ラ
シ
を
見
て
来
た
方
も
多
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
、
事
業
を
始
め
た
い
と
い
っ
た
相
談

か
ら
、
生
活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
、
外
国
人
の
在
住
の
相

談
ま
で
様
々
で
す
が
、
近
年
は
特
に
遺
言
や
相
続
で

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
一
昨
年
よ

り
全
日
本
不
動
産
協
会
の
皆
様
と
も
連
携
し
、
相
乗

効
果
も
あ
り
ま
す
が
、
互
い
の
相
談
者
に
対
応
を
す

る
こ
と
も
増
え
、
相
談
者
に
と
っ
て
も
サ
ー
ビ
ス
性

が
高
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

多
く
の
区
民
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
、
知
っ
て
い

た
だ
く
と
い
う
意
味
で
、
と
て
も
意
味
の
あ
る
二
日

間
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　　

足
立
支
部
で
は
有
志
が
集
っ
て
、
年
五
回
の
業
務

研
究
、
事
例
検
討
、
法
令
研
究
を
行
な
っ
て
お
り
ま

す
。
特
に
新
規
入
会
の
先
生
方
に
お
き
ま
し
て
は
、

初
歩
的
な
業
務
の
情
報
を
得
る
場
と
も
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
支
部
会
員
の

参
加
は
無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

開
催
情
報
告
知
は
、
主
に
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で

行
っ
て
い
る
た
め
、
未
加
入
の
先
生
方
に
お
き
ま
し

て
は
、
お
早
め
の
登
録
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。　

　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先　

担
当　

幸
野　

茂
人

　
　

電
話　

〇
三
‐
三
八
五
三
‐
二
三
七
二

　　

平
成
二
一
年
度
第
二
回
目
の
研
修
会
を
次
の
要
領

で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

一
、
日　

時　

平
成
二
二
年
三
月
一
三
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
後
一
時
三
〇
分
受
付
開
始

　
　
　
　
　

午
後
二
時
か
ら
五
時
ま
で

二
、
場　

所　

足
立
区
勤
労
福
祉
会
館

　
　
　

（
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
内
）
二
階
第
一
ホ
ー
ル

三
、
テ
ー
マ　

「
人
生
の
節
目
を
や
さ
し
く
支
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
正
証
書
講
座
」

四
、
講　

師　

千
住
公
証
役
場
公
証
人

　
　
　
　
　
　

浅
野
義
正　

先
生

五
、
受
講
料　

　
　

支
部
会
員
及
び
一
般
区
民　

無
料

　
　
　
　
　
　

他
支
部
会
員　
　

二
千
円

六
、
申
込
先　

飯
塚
重
紀

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
‐
三
八
八
二
‐
〇
五
三
六

　
　

Ｅ
メ
ー
ル　

shigenorig@
xui.biglobe.ne.jp

＊
今
回
も
一
般
区
民
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
オ
ー
プ

ン
形
式
の
研
修
会
と
し
て
行
い
ま
す
。

　

今
回
は
足
立
区
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
公
証
人
の

浅
野
義
正
先
生
に
、
遺
言
や
任
意
後
見
、
離
婚
協
議

と
い
っ
た
人
生
に
関
わ
る
部
分
で
の
公
正
証
書
の
役

割
を
ご
説
明
し
て
い
た
だ
く
他
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
公
正
証
書
の
利
用
事
例
な
ど
を
ご
教
授
い
た

だ
き
ま
す
。

　

一
般
市
区
向
け
に
や
さ
し
く
解
説
し
て
い
た
だ
く

だ
け
で
な
く
、
行
政
書
士
向
け
と
し
て
も
大
変
興
味

5

平
成
二
一
年
度

　

第
二
回
支
部
研
修
会
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　

研
修
担
当　

飯
塚　

重
紀

 

自
主
勉
強
会
の
活
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勉
強
会
担
当　
　

幸
野　

茂
人

平
成
二
一
年
あ
だ
ち
区
民
ま
つ
り

　
　
　
　
　

無
料
街
頭
相
談
会
報
告

　
　
　
　

街
頭
相
談
会
担
当　

照
内　

洋
一
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深
い
お
話
が
聞
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

多
く
の
支
部
会
員
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

な
お
、
研
修
会
終
了
後
に
懇
親
会
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
並
び
に
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

支
部
会
費
納
入
の
お
願
い

　

平
成
二
一
年
度
足
立
支
部
年
会
費
、
六
〇
〇
〇
円

（
月
額
五
〇
〇
円
×
一
二
ケ
月
分
）
を
未
納
の
方
は
、

同
封
の
郵
便
振
替
用
紙
に
事
務
所
所
在
地
・
氏
名
を

ご
記
入
の
う
え
郵
便
局
に
て
払
い
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

支
部
会
費
は
、
支
部
運
営
を
行
う
上
で
非
常
に
重

要
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

未
納
会
費
納
入
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

平
成
二
〇
年
度
以
前
の
足
立
支
部
会
費
に
未
納
の

あ
る
方
に
は
、
該
当
年
度
の
郵
便
振
替
用
紙
を
同
封

し
て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
到
着
後
一
週
間

以
内
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

　

未
納
が
続
き
ま
す
と
、
支
部
細
則
第
二
九
条
の
四

に
よ
り
、
研
修
会
等
の
支
部
事
業
に
参
加
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

日
時　

平
成
二
二
年
一
月
二
十
五
日
（
月
曜
日
）

　
　
　
　

一
七
時
三
十
分　

～
受
付

　
　
　
　

一
八
時
〇
〇
分　

～
開
始

　

場
所　

江
戸
一
万
来
館

　
　
　
　

東
京
都
足
立
区
綾
瀬
四
丁
目
一
〇
‐
六

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
三
‐
五
六
八
二-

八
八
八
八

　　

会
費　

一
人　

六
千
円

　

お
申
込
は
、
同
封
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

今
回
の
「
足

立
だ
よ
り
」

は
、
前
掲
の

「
あ
だ
ち
国

際
ま
つ
り
２

０
０
９
」
の

開
催
会
場
と

な
っ
た
、

「
ベ
ル
モ
ン

ト
公
園
」
で

す
。

こ
の
公
園
は
、

一
九
八
四
年

一
〇
月
一
日

に
、
足
立
区

と
姉
妹
都
市
と
な
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ベ
ル
モ

ン
ト
市
と
の
友
好
交
流
を
記
念
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

（
ベ
ル
モ
ン
ト
公
園
の
掲
示
板
よ
り
）

　

公
園
内
に
は
子
供
用
の
遊
具
や
池
、
噴
水
な
ど
が

あ
り
、
ま
た
池
に
は
鯉
や
黒
鳥
な
ど
も
飼
わ
れ
て
い

ま
す
。
公
園
内
に
は
、
ベ
ル
モ
ン
ト
市
か
ら
贈
ら
れ

た
品
々
が
展
示
し
て
あ
る
展
示
館
も
あ
り
、
気
軽
に

異
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
あ
だ
ち
国
際
ま
つ
り
２
０
０
９
」
で
の
相
談
会

も
、
こ
の
展
示
館
の
一
階
を
お
借
り
し
て
行
い
ま
し

た
。

　

私
も
、
こ
の
公
園
に
は
初
め
て
行
っ
た
の
で
す
が
、

国
際
的
な
施
設
が
足
立
区
に
あ
る
と
知
り
、
入
管
業

務
が
行
政
書
士
の
業
務
で
あ
る
こ
と
と
ダ
ブ
り
つ
つ
、

足
立
区
も
行
政
書
士
も
国
際
的
だ
な
ぁ
と
少
し
感
動

し
ま
し
た
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

「
ぎ
ょ
う
せ
い
足
立
」
第
三
四
号
で
は
、
渉
外
部

大
竹
先
生
の
記
事
が
、
非
常
に
充
実
し
た
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
渉
外
部
の
活
動
が
充
実
し
結

果
を
出
し
た
証
で
あ
り
、
会
員
に
と
っ
て
直
接
的
間

接
的
に
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

大
竹
先
生
を
は
じ
め
、
お
忙
し
い
中
原
稿
を
執
筆

し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
方
に
感
謝
す
る
と
同
時
に
、

会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
と
な
る
こ
と
を
、
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

6

 

会
計
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

会
計
部　

小
佐
田　

秀
志

  

平
成
二
二
年　

新
年
賀
詞
交
歓
会
の

お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
部　

諏
訪　

智 

 

足
立
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
　

広
報
部　

諏
訪　

智 

 

編
集
後
記

　
　
　
　
　
　
　
　

編
集
人　

諏
訪　

智
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